
茶業試験場
スマート⽔産業と

衛星利⽤シンポジウム発表題⽬

有明海湾奥部のノリ養殖における
衛星データ活⽤の可能性
佐賀県農林⽔産部⽔産課 三根崇幸



茶業試験場
スマート⽔産業と

衛星利⽤シンポジウム佐賀県のノリ生産状況

ノリ養殖漁場図
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⽣産枚数および⽣産⾦額の推移

⽣産枚数・⾦額ともに１９年連続⽇本⼀
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衛星利⽤シンポジウムノリ養殖の課題（⾊落ち）

栄養

栄養
栄養栄養

ノリ プランクトン

ノリの⾊落ちは、珪藻⾚潮等の発⽣により海⽔中の栄養分
（窒素、リン等）が不⾜し、⾊調が⿊⾊から⻩⾊に退⾊する現象

正常 色落ち

養殖現場 加⼯品
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衛星利⽤シンポジウム佐賀県の⾊落ち発⽣状況
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近年、採苗直後から⾊落ちが発⽣する傾向
⾚⾊・⻩⾊は⾚潮発⽣期間
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衛星利⽤シンポジウム⾊落ち被害の軽減対策

⾊落ち被害を軽減するためには、
⾚潮を早期に検出し、⾊落ちする前に摘採

ノリ

正常 ⾊落ち

赤潮

現状 数日後

ノリの⽣育状況や海況調査を定期的に実施



茶業試験場
スマート⽔産業と

衛星利⽤シンポジウムノリの⽣育状況調査

調査場所

約25地点
調査回数

週1～2回
調査項目

生長、病気、色調等
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衛星利⽤シンポジウム海況調査

調査場所

約10地点
調査回数

週1～2回
調査項目

水温、塩分、DIN、Chl-a等
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衛星利⽤シンポジウム確認された⾚潮発⽣パターン

週３回以上の⾼頻度調査で確認された
２種類の⾚潮発⽣パターン

①湾奥部⻄側のノリ養殖漁場内中⼼に発⽣

②ノリ養殖漁場外の沖合から漁場内への流⼊
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衛星利⽤シンポジウム⾚潮発⽣パターン①

1月7日

12月30日

1月15日

1月4日

1月11日 1月18日

ノリ養殖漁場内中⼼に発⽣

（例）平成30年度
スケレトネマ属⾚潮発⽣状況
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衛星利⽤シンポジウム⾚潮発⽣パターン②

有明海

沖合から漁場内に流⼊
（イメージ図）

潮汐表

⾚潮
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衛星利⽤シンポジウム⾚潮発⽣パターン②の問題点

海況調査地点（●）

近年、増加傾向にある

・漁場外の調査点が少ないため、
情報が限定的である

・漁場外であるため、漁業者
からの情報も少ない

⾚潮の把握が難しい

⾚潮の分布域を広域的に把握する技術が必要
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衛星利⽤シンポジウムリモートセンシング技術の活⽤

1〜2⽇間隔で250mの⾼解像度で観測
【JAXA HP】

クロロフィルaの衛星画像による⾚潮把握の試み

H29.12⽉打ち上げ
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衛星利⽤シンポジウム技術の活⽤に向けた課題

有明海での衛星クロロフィルa濃度の
推定精度の向上が必要

有明海は、懸濁物粒⼦を多く含むため、衛星画像
によるクロロフィルa濃度の推定精度が不⼗分で
⾚潮の検知が難しいとされている
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衛星利⽤シンポジウム課題解決に向けた技術開発

有明海における衛星データを⽤いた
⾚潮検知システムの整備が図られた

〇H27-29年度 ⼈⼯衛星による⾚潮・珪藻発⽣等の漁場環境予測・
予測⼿法の開発事業

〇H30-R2年度 リモートセンシングを活⽤した有害⾚潮の種判別
⼿法の開発事業

現場データに合わせた海⾯反射率の修正技術の開発

⾼懸濁物質濃度での切り替え⽔中アルゴリズムの開発

夏季の珪藻とラフィド藻類の⾚潮判別⼿法の開発 等
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衛星利⽤シンポジウム衛星クロロフィルa濃度画像
【例︓2020/12/28】⼤気補正後の海⾯放射輝度から算出された画像
（GCOM-C/SGLIの準リアルタイムプロダクト）
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衛星利⽤シンポジウム衛星データと現場データの照合

橘湾

有明海

2020.12.28 Skeletonema spp.
およびThalassiosira spp.⾚潮発⽣

⾚潮の
着⾊域
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衛星利⽤シンポジウム衛星データと現場データの照合
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衛星利⽤シンポジウム海⾊の違いから得られる情報

海⾯放射輝度のRGB合成画像
（⾚670nm、緑530nm、⻘412nm）
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衛星利⽤シンポジウム衛星データ活⽤の可能性

衛星データと現場データが一致している場合がある

・天候の影響により、不明瞭や欠測した画像が多い

・現場データと比較して、クロロフィルa値が異常に
高いなど、数値補正が不十分な画像が多い

⼀⽅で、

有明海湾奥部のノリ養殖に衛星データを活⽤する
ためには、⾚潮の検知技術の精度向上が必要


